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J;うこせ !展示会へ
- 岡山大学キャンパス発掘成果展の10回をふリかえる
岡山大学構内には､津島岡大遺跡 (津島キャンパス) ･鹿田遺跡 (鹿田キャンパス) ･福呂遺跡
(三朝地区)が存在しています｡ ｢キャンパス発掘成果展｣では､これらの遺跡の発掘調査成果を
学内外の方々に公開してきました｡
毎回 ｢食｣ ･｢祭紀｣ ･｢石器｣ ･｢流通｣など､さまざまな視点でのテーマを設定し､新たな
切り口での展示に挑戦しています｡会場 ･資料 ･予算 ･時間といった制約の中で､実物を体感でき
る工夫､体験コーナー､丁寧な解説などによって､着実に地域に根付いたとりくみとなってきまし
た｡見学者は3000名を超え､常設展示見学者も加えると､3600名の方に来ていただいています｡
今回のセンター報では､これまでの発掘成果展をふりかえってみましょう｡
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さ茸ざまな挑戦
一般的な博物飴ではガラス越しに､説明を読むことも多いでしょうが､私たちが目指す展示は何よりもまず｢実物体感｣です｡
実物に触れる展示では､視覚障害の方にも喜んでいただけました｡また直凄説明をすることで､見学者の生の反応をつかむ
ことができ､逆に教えられることもしばしばです｡｢こんな展示もありなんだ!｣という声を耳にすることもあります｡
手作りの小さな展示ですが､｢場所ない･予算ない･資科少ない･時間もない｣という､マイナス面をプラスに利用して､数々
の実験的な試みにも挑戦しています｡前述のような展示方法以外にも､夜7時までの夜間開催にも挑戦しましたが､これは見
学者のニーズとは合わないものでした｡こうした試行錯誤も漁り返しています｡
艶文センター での定期的な開催とともに､鹿田地区では病棟での｢出張展示会｣を開催しています｡患者さんやお見舞い
に来られた方が足をとめて熱心に見学されました｡こうした｢出張展示｣や｢さわれる展示｣は通常の博物館には足を運びに
くい方々にも効果的な方法のひとつです｡
このように､まさに｢切碇琢磨｣しながら毎回の企画を進めています｡リピー ター の増加は､展示の面白さの反映と受けとめ､
さらに､わかりやすい､意欲的な展示を模索し､実成していきたいと思います｡
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喜代 が 夢の琳
第10回目となるキャンパス発掘成果展は､津島地区旧事務
局棟を会場に､11月15日から5日間開催しました｡見学に訪れ
た方は213名｡戦跡見学会には町内会の講義での国体見学
も含めてあわせて115名の方が参加されました｡
今回は埋蔵文化財だけではなく､大学構内に残る歴史遺
産のひとつである近代建築物を､写真パネルや実際に現地で
紹介するという､これまでにない形の展示会でした｡対象とし
た時代も近代まで幅を広げたことも特徴です｡
陸軍に関係していた方々や､地域住民のみなさんなど多く
会場の｢旧事務局棟｣
の方々が見学に訪れました｡会場自体も移築された｢第十七師団司令部｣の建物です｡アクセスの良さから､学内からも初め
て見学されたという方が多く､今回をきっかけに､改めて岡大キャンパスの歴史に気づく､よい機会となったことと思います｡
アンクートや手紙などで寄せられた声を紹介します
岡大の学生なのに石碑
の存在など全く知りませ
んでした｡また探して見
てみようと息いました.
(20代女性･学生)
見学していてせつなくな
りました｡身内がここから
戦地へ出兵しましたが､
当時は中へは入れなか
ったのです｡
【アンケートより】
t = ?
建物は旧建物の玄関､車寄せ部分のみを切り取り､移転復元したもので往時の規模とは比すべくもありま
せんが､旧陸軍第17師Bl司令部､同師Bl廃止後は第33旅Bl司令部として永い歴史を刻んできたものですO
玄関に入ると欄干､手摺りのついた階段があり､点り喝を通って2階に上がるようになっています.全体の印
象は岡山借行社に比べると質素となっています｡シンプルですが放りは殆どありません｡いかにも実務的な
内部構成となっているようです｡元は､現建物の両側に永く伸び､コの字形に作られた巨大建築でした｡
【御野学区連合町内会ホームページより抜粋】
毎回楽しみです｡大昔の
物や場所が分かり､自分
だけの物を作れたりする
ところが虫もしろいです｡
(10代男性･小学生)
※毎年見学に来てくれます
なが
19日は雨の中乍ら構内に残存する戦跡を巡り懐旧の患いでい
っぱいでした｡考古学の展示室は二回程見学させていただい
ていますが､何度尋ねても楽しいもので又機会があればよろし
くお雇いいたします｡今回の見学会では私の人世E]記の1ペ
ージを放ることが出来て本当にありがとうございました｡く後略)
【司令部に勤務されていた女性からのおたより】
※イラストはイメー ジです
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◇◆◇鹿田遺跡第17次調査 (総合研究棟新営予定地)◇◆◇
鹿田遺跡第17次調査は､206年7月10日～1月
14日の期間に､稔合研究棟(医学系)の建設に先
立って実施した発掘調査です｡場所は鹿田キャン
パス内の西側､基礎研究棟の西隣にあたります｡10
月22日には現地説明会を開催し､91名の方に見学
していただきました｡
調査の結果､近代･近世･中世･古代･古墳時代･
弥生時代にわたる生活のあとが確認されました｡な
かでも､鎌倉時代～室町時代はじめの屋敷地の構
造が明らかになってきたこと大きな成果といえます｡
この時期は､東西方向に洋(幅5m､深さ1.4m)
がつくられていました｡この東西大津については､隣
接地点の調査成果とあわせると､屋敷地を方形に
区画する溝の一部考えられもに､特徴的な2
段掘りを呈する断面形状と外側に張り出す部分が
存在することから､舟の運行にも使用された可能性
が浮かび上がってきました｡他の時代についても､
古墳時代はじめの居住域の範囲に関する知見が
得られたり､隣凄する調査地点で認められなかった
古代の遺構が確認されたりするなど､重要成果が
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中世東西大溝の調査
ありました｡
今後は､フィールドで得られた調査成果を丹念 に
分析し､古代･中世の鹿田庄の歴史的性格の一 端
を明らかにするともに､より多角的観点から遺 跡 に
アプロー チしていきたいと思います｡ (光本順 )
次回の展示 会 の お知 らせ
2007年度は塩蔵文化財調査研究センター設立20周年の年にあたります｡
そこで､207年度の｢キャンパス発掘成果展｣はこの20年の調査成果
の集大成として準備を進めています｡期間中に講演会も計画中です｡
今回はキャンパス飛び出して､岡山市デシタルミュー ジアムが舞台です｡
自 然と人間､地中に埋もれた 命 の対話
一岡山大学埋蔵文化財調査研究センター20年の発掘成果展一会場/岡山市デジタルミュージアム日程/207年6月5日(火)～17日(日)
10:00-18:0
編集後記
I:湖 と苫ろJ
t見た･弥生の生き様.I
●古代･中世の
鹿田ムラを垂元J
●鳳大にのこる戯事の励.I
4周山大学の最#の
研究成果も鹿介す
今号はこれまでの展示会のあゆみをふりかえってみました｡
今年の6月にはまた違ったスタイルで楽しんでいただける展示会を計画中です｡
ぜひ足を運んでみてください｡ (岩崎 志保)
■編集発行/岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
〒700-8530岡山市津島中3丁目1番1号 TEL･FAX(086)251-7290
[ホ ムーペ ジー]htpJ/www.okayama-U.ac.jp/user/arc/archome.html
2007年3月15日 発行
LJ
I:二 手 ‥ _{IL_;･-諒 Å_:I-了 -_i_ヒ _.Tl.rs
∴ ∴ ∴ こ報 せ了言 上 ･ .∴ _:I,
t
Ll lLヽ
?
???
? ? ?
????? ?? ?? ?? ?? ?
?? ?
? ? ? ? ?? ?
??
??
?? ?? ?
?
???? ? ? ?
-,II rl二~
ヽrl Z>
J ⊥LT J- ~:Ij
-ヽ~ ヽ
